
前
回
、
二

一
五
年
五
月
の
大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
が
行
わ
れ

る
直
前
に
、
天
神
橋
六
丁
目
の
交
差
点
付
近
に
停
車
し
た
街
宣
車
の

上
か
ら
都
構
想
反
対
の
演
説
を
し
た
。
終
わ
っ
て
、
路
上
に
降
り
て

く
る
と
、
中
年
の
男
性
が
筆
者
に
む
か
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

を
大
声
で
い
い
な
が
ら
詰
め
寄
っ
て
き
た
。「
た
か
が
大
学
教
授

何
を
偉
そ
う
に
言
う
て
ん
ね
ん

」
こ
の
よ
う
に
大
阪
弁
で
ま
く
し

立
て
た
。

筆
者
は
、
京
都
大
学
か
ら
二
九
歳
の
と
き
工
学
博
士
の
学
位
を
い

た
だ
い
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
で
競
争
的
研
究
費
で
あ
る

文
部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
を
代
表
・
分
担
を
合
わ
せ
て
五
二
件
採

択
さ
れ
、
書
い
た
論
文
数
は
す
で
に
一

編
を
超
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
七
四
歳
の
高
齢
者
に
な
っ
て
も
幸
い
健
康
で
あ
る
か
ら
、

少
し
で
も
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
、
防
災
に
関
す
る
学
術
研
究

活
動
を
続
け
て
い
る
。

大
阪
都
構
想
案
に
な
ぜ
反
対
か
と
い
う
と
、
こ
の
案
は
防
災
の
観

点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
間
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
阪
市
民
が

何
を
一
番
望
ん
で
い
る
の
か
。
そ
れ
は
安
全
・
安
心
社
会
の
持
続
で

あ
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
直
面
し
、

多
く
の
市
民
は
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
気
づ
い
た
。
と
同

時
に
命
が
一
番
大
切
だ
と
気
づ
い
た
。
だ
か
ら
三
密
対
策
に
協
力

し
、
成
功
し
た
。
そ
れ
は
必
要
な
対
策
と
理
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。

命
が
も
っ
と
も
大
切
な
の
で
あ
る
。
失
っ
て
か
ら
気
づ
い
た
の
で
は

遅
い
。

通
常
、
論
考
で
は
最
後
に
結
論
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
筆
者
が
こ
こ
で
展
開
す
る
論
考
は
長
い
の
で
最
後
ま
で
読

む
の
は
大
変
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
読
者
に
せ
め
て
結
論
だ
け
で
も
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
最
初
に
そ
れ
を
書
く
こ
と

に
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
結
論
に
い
た
っ
た
理
由
を
書
く
こ
と
に
し

た
。
も
う
一
つ
心
が
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
で
き
る
だ
け
数
字

を
用
い
て
客
観
的
に
、
す
な
わ
ち
科
学
的
に
説
明
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
防
災
の
専
門
家
な
ら
誰
が
解
析
し
て
も
同
じ
結

論
に
な
る
こ
と
を
示
す
努
力
を
し
た
。
数
字
を
み
る
と
大
阪
都
構
想

な
る
も
の
が
、
い
か
に
近
い
将
来
確
実
に
起
こ
る
大
災
害
を
無
視
し

て
、
自
画
自
賛
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
改
革

と
は
い
わ
な
い
の
で
あ
る
。

一　

結
論
：
大
阪
都
構
想
は
大
阪
市
を
壊
滅
さ
せ
る
！

近
い
将
来
、
も
っ
と
も
起
こ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
は
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
あ
る
。
地
球
が
生
き
て
い
る
、
す
な
わ
ち

地
球
が
自
転
し
、
毎
日
、
朝
と
夜
が
繰
り
返
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
こ
の

地
震
は
必
ず
起
こ
る
。
こ
の
地
震
で
は
、
大
阪
市
全
体
で
津
波
に
よ

る
死
者
が
約
一
一
万
九

人
、
負
傷
者
が
約
四
万
六

人

と
推
定
さ
れ
、
市
民
二
二
人
に
一
人
の
割
合
で
犠
牲
に
な
り
、
し
か

も
臨
海
地
域
だ
け
で
な
く
中
心
部
に
も
お
よ
び
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ

う
な
巨
大
災
害
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
⑴る
。

こ
の
一
一
万
九

人
と
い
う
数
字
は
、
大
阪
都
構
想
案
が
実

行
さ
れ
て
四
特
別
区
に
な
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
淀
川
特
別
区
で
は
津
波
で
区
民
が
約
五
万
二

人
犠
牲
に

な
る
の
に
対
し
、
天
王
寺
特
別
区
で
は
死
者
は
発
生
し
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
に
、
北
特
別
区
の
犠
牲
者
は
約
二
万
八

人
、

中
央
特
別
区
で
約
三
万
九

人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
都
構
想
で

は
こ
れ
ら
四
区
の
職
員
数
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と

淀
川
特
別
区
で
は
、
災
害
対
応
が
で
き
な
く
て
さ
ら
に
犠
牲
者
や
被

災
者
が
増
え
る
の
は
確
実
で
あ
り
、
逆
に
天
王
寺
特
別
区
で
は
、
職

員
が
被
災
区
に
応
援
に
行
こ
う
と
し
て
も
、
全
市
停
電
、
鉄
道
・
地

下
鉄
が
止
ま
り
、
道
路
は
津
波
の
が
れ
き
や
液
状
化
で
通
行
不
能
の

状
態
で
簡
単
に
行
け
な
い
の
で
あ
る
。
二

一
六
年
熊
本
地
震
で

特
集
Ⅰ
●
大
阪
市
廃
止
・
分
割
を
批
判
す
る
Ⅱ　

Ⅱ　

大
阪
市
を
壊
滅
さ
せ
る

未
熟
な
大
阪
都
構
想
案
　

河
田
惠
昭

関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
特
別
任
命
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
京
都
大
学
工
学
博
士

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
長

日
本
政
府
防
災
対
策
実
行
会
議
委
員
・
大
阪
府
防
災
会
議
委
員

―
―
歴
史
か
ら
学
ぼ
う
と
し
な
い
政
治
家
に
は

改
革
を
論
ず
る
資
格
は
な
い
―
―
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は
、
直
後
に
亡
く
な
っ
た
犠
牲
者
が
五

人
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ

の
後
震
災
関
連
死
し
た
住
民
は
二
二

人（
内
閣
府
、
二

一
九（
平

成
三
一
）年
三
月
発
表
）
と
な
り
、
そ
の
四
倍
を
超
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

し
か
も
、
四
特
別
区
で
は
区
長
を
災
害
対
策
本
部
長
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
く
が
、
発
災
直
後
は
十
分
な
情
報
が

な
く
、
も
っ
と
も
大
切
な
作
業
で
あ
る
状
況
認
識
の
統
一
が
は
か
れ

な
い
。
つ
ま
り
、
四
特
別
区
が
力
を
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
で
き
る
と
断
言
す
る
政
治
家
は
、
近
年
の
災

害
で
被
災
自
治
体
の
多
く
が
災
害
対
応
に
失
敗
し
た
本
当
の
原
因
を

知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
行
の
大
阪
市
の
一
極
体
制
で
は
市
長
が
災

害
対
策
本
部
長
に
な
り
、
指
揮
命
令
系
統
は
単
純
で
あ
る
か
ら
、
対

応
は
四
特
別
区
体
制
よ
り
も
素
早
く
で
き
る
。
東
日
本
大
震
災
当

時
、
災
害
対
応
に
成
功
し
た
政
令
指
定
都
市
の
仙
台
市
が
好
例
で
あ

る
。
し
か
も
、
全
国
の
二

の
政
令
指
定
都
市
で
構
成
さ
れ
る
指
定

都
市
市
長
会
が
被
災
直
後
か
ら
集
中
的
に
支
援
し
た
こ
と
も
、
復
旧

・
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
大
阪
府
は
発
災
直
後
、
四
特
別
区
体
制
に
代
わ
る
大
阪

市
域
の
消
防
力
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
の
か
。
消
防
力
を
府
市
一
元

化
す
れ
ば
向
上
す
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で

あ
る
。
か
り
に
、
大
阪
市
消
防
局
が
大
阪
府
の
大
阪
消
防
庁
（
こ
の

名
称
が
使
用
許
可
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
）
と
な
っ
て

も
、
東
京
消
防
庁
と
は
似
て
も

似
つ
か
な
い
組
織
で
あ
る
。
東

京
消
防
庁
は
都
下
の
全
市
町
村

区（
正
確
に
は
稲
城
市
を
除
く
）

に
対
し
、
指
揮
命
令
で
き
、
か

つ
防
災
計
画
作
成
等
の
都
の
防

災
行
政
も
担
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
大
阪
消
防
庁
は
、
四
特
別

区
を
除
き
、
堺
市
消
防
局
や
東

大
阪
市
消
防
局
な
ど
府
下
の
消

防
局
に
応
援
依
頼
で
き
て
も
指

揮
命
令
は
で
き
な
い
の
で
あ

⑵る
。
以
下
の
論
考
で
は
、
さ
ら

に
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

二　

大
阪
市
民
約
一
二
万
人

が
犠
牲
に
な
る
！

現
在
も
っ
と
も
起
こ
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表

１
に
示
す
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

⑷
⑸
地
震
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
難
災

表 １　南海トラフ巨大地震の特徴と被害

災害名 規模 30年以内
発生確率 震度 被災地

人　口
想　定
死者数

がれき
量 被害額 備　考

南海
トラフ
巨大
地震

M9.0 70～80% 7 約4,073
万人

震度 6（　　　）弱以上

約13～33
　　万人

3.1億
トン

220
兆円

・�影響人口（津波浸
水深：30cm以上）
：6,088万人
・�災害救助法：707
市町村に発令、
スーパー広域災害

（出所）注⑶。

西
暦（
年
）

確実な震源域
確実視されている震源域
可能性のある震源域

説がある震源域
津波地震の可能性が高い地震
日向灘のプレート間地震（M7クラス）

日向灘※1 南　海※2 東　海※2

684 白鳳（天武）地震

887 仁和地震

1096 永長東海地震
1099 康和南海地震

1361 正平（康安）東海地震
1361 正平（康安）南海地震
1498 明応地震
1605 慶長地震

1707 宝永地震

1854 安政東海地震
1854 安政南海地震
1944 昭和東南海地震
1946 昭和南海地震

西

　暦（
年
）

日向灘 南　海 東　海

安政東海地震1854年

1944年 
1946年 昭和東南海地震昭和南海地震

安政南海地震

年

年

年

年

年

３２時間後

２年後

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

９０年

年年

年年

年年

図 １　過去 9回起こったことがわかっているM 8以上の南海トラフ巨大地震

（出所）注⑹。
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害
、
す
な
わ
ち
わ
が
国
全
体
が
衰
退
し

か
ね
な
い
巨
大
災
害
の
ト
ッ
プ
に
位
置

す
る
災
害
で
あ
り
、
首
都
直
下
地
震
よ

り
も
被
害
は
大
き
い
。
こ
の
地
震
で

は
、
二

一
一
年
東
日
本
大
震
災
（
死

者
・
行
方
不
明
者
約
一
万
八

人
、
負
傷
者
約
六

人
：
二

二

年
六
月
一

日
現
在
、
警
察
庁
調

べ
）
の
と
き
の
よ
う
に
、
住
民
の
お
よ

そ
三

％
が
避
難
し
な
い
と
、
大
阪
市

だ
け
で
津
波
に
よ
る
死
者
が
約
一
一
万

九

人
、
負
傷
者
が
約
四
万
六

人
と
推
定
さ
れ
、
大
阪
市
の
犠
牲

者
だ
け
で
も
東
日
本
大
震
災
の
五
倍
以

上
に
な
る
。
し
か
も
、
被
害
は
臨
海
地

域
だ
け
で
な
く
大
阪
市
の
中
心
部
に
も

お
よ
び
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
巨
大

災
害
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
巨
大
地
震
の
今
後
三

年
以
内

の
発
生
確
率
は
七

～
八

％
で
あ

る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
科
学
的
な
資
料
も
整
っ
て
い
る
。
な
に
し

ろ
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
六
八
四
年
以
来
、
は
っ
き
り
と
九
回
も

起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
詳
し
い
資
料
が
残
っ
て
い
る
江
戸
時

代
以
降
、
大
阪
で
は
、
一
七

七
年
宝
永
地
震
津
波
、
一
八
五
四
年

安
政
南
海
地
震
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害

の
発
生
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
二

一
一

年
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、
政
府
は
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
の
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
を
見
直

し
た
。
内
閣
府
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

立
ち
上
が
り
、
筆
者
が
座
長
に
な
っ
て
成
果

が
ま
と
め
ら
れ
、
人
的
被
害
は
三
二
万
人
に

の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
は

約
二
二
万
三

人
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
が
大
阪
府
で

も
実
施
さ
れ
、
大
阪
府
防
災
会
議
の
も
と
で

筆
者
を
部
会
長
に
指
名
し
て
二

一
二
年
一

一
月
に
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
災
害
対
策
等
検
討
部
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。

ま
ず
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
で
発
生
す

る
と
、
大
阪
市
天
保
山
（
海
遊
館
の
あ
る
と
こ
ろ
）
に
は
、
約
二
時

間
後
に
高
さ
三
・
八
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
る
。
高
潮
を
想
定
し
た

大
阪
市
沿
岸
の
防
潮
堤
と
防
潮
水
門
は
高
さ
を
三
ｍ
に
設
定
し
て
い

る
。
だ
か
ら
津
波
は
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
市
街
地
に
入
る
（
二

一
八
年
台
風
二
一
号
の
高
潮
は
こ
れ
よ
り
低
か
っ
た
）。
こ
の
よ
う

な
大
き
な
津
波
が
約
五

分
周
期
で
六
時
間
は
継
続
し
て
来
襲
す

る
。
図
２
の
よ
う
に
大
阪
市
域
の
三
二
％
に
あ
た
る
七
一
四
六
ha

の
浸
水
域
が
発
生
し
、
表
２
の
よ
う
に
各
区
の
浸
水
面
積
と
最
大
浸

水
深
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
深
く
浸
水
す
る
の
は
此
花
区

の
五
・

八
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
深
く
な
る
の
は
、
一
九
三

年
か
ら
五

年
以
上
続
い
た
西
大
阪
の
地
盤
沈
下
の
影
響
も
ふ
く
ま

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
浸
水
域
で
は
、
二
階
建
て
の
住
宅
が
水
没
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
も
一
階
は
水
没
し
て
二
階
も
浸
水
す
る
危
険
地
区
が
偏

在
す
る
。

大川

尻無川

木津川

城北川

寝屋川

第二寝屋川

安治川

正蓮寺川

淀川

大和川

神崎川

図 ２　津波浸水域図

破線の西側の西大阪地区はほぼ水没し、城北川と寝屋川などからも津波が
溢れて旭・城東・鶴見各区も浸水する。

（出所）注⑺の図に筆者加筆。

表 ２　�南海トラフ巨大地震津波による
各区の浸水面積と最大浸水深

浸水面積
　　（ha）

最大浸水深
　　　（m）

北　区 322（ 853） 2.93
都島区 101（ 488） 1.98
福島区 379（ 406） 2.75
此花区 816（1,100） 5.08
中央区 21（ 398） 0.85
西　区 426（ 494） 4.76
港　区 620（ 640） 3.90
大正区 665（ 771） 3.82
浪速区 193（ 430） 3.49
西淀川区 840（1,041） 4.30
淀川区 756（1,091） 3.24
旭　区 21（ 361） 0.56
城東区 259（ 470） 1.66
鶴見区 41（ 27） 1.08

住之江区 1,174（1,864） 4.12

住吉区 13（ 216） 2.80
西成区 499（ 711） 4.05

市域合計 7,146（11,912）
浸水割合 32%（53%）

（注）�カッコ内の数字は、1934年室戸台風
の再来による浸水面積。

（出所）図 ２に同じ。
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三　

四
特
別
区
で
発
生
す
る
人
的
被
害
の
内
訳

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
津
波
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
表
３
の
よ
う

で
あ
り
、
各
特
別
区
の
特
徴
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

①
淀
川
特
別
区
：
大
阪
市
の
港
・
此
花
・
西
淀
川
・
淀
川
・
東
淀

川
の
五
区
が
ふ
く
ま
れ
る
。
人
口
は
約
六

万
三

人
で
あ

る
。
津
波
に
よ
る
推
定
死
者
数
は
約
五
万
二

人
、
区
民
の
八

・
七
％
、
一
一
人
に
一
人
が
犠
牲
に
な
る
。
西
淀
川
区
で
約
二
万

人
、
淀
川
区
で
約
一
万
四

人
、
港
区
約
一
万
人
、
此
花
区
約

九

人
と
続
く
。
大
阪
市
全
体
の
津
波
に
よ
る
死
者
数
の
四
四

％
を
こ
の
特
別
区
が
占
め
る
。
な
お
、
負
傷
者
は
約
五

人
と

な
る
。

②
北
特
別
区
：
北
・
福
島
・
都
島
・
旭
・
城
東
・
東
成
・
鶴
見
の

七
区
が
ふ
く
ま
れ
る
。
人
口
は
約
七
八
万
人
で
あ
る
。
津
波
に
よ
る

推
定
死
者
数
は
約
二
万
八

人
、
区
民
の
三
・
六
％
、
二
八
人

に
一
人
が
犠
牲
に
な
る
。
北
区
で
約
一
万
六

人
、
福
島
区
で

約
九

人
、
城
東
区
で
約
三

人
と
続
く
。
大
阪
市
全
体

の
津
波
に
よ
る
死
者
数
の
二
三
％
を
占
め
る
。
な
お
、
負
傷
者
は
約

二
万
一

人
と
な
る
。

③
中
央
特
別

区
：
中
央
・
西

・
浪
速
・
大
正

・
西
成
・
住
之

江
・
住
吉
の
七

区
が
ふ
く
ま
れ

る
。
人
口
は
約

七
二
万
七

人
で
あ
る
。

西
区
で
約
二
万

人
、
大
正
区
で

約
七

人
、
西
成
区
と
住
之
江
区
で
約
五

人
、
浪
速
区

で
約
一

人
と
続
く
。
津
波
に
よ
る
推
定
死
者
数
は
三
万
九

人
、
区
民
の
五
・
四
％
、
一
八
人
に
一
人
が
犠
牲
に
な
る
。
大

阪
市
全
体
の
津
波
に
よ
る
死
者
数
の
三
三
％
を
占
め
る
。
な
お
、
負

傷
者
は
約
二
万
人
と
な
る
。

④
天
王
寺
特
別
区
：
天
王
寺
・
生
野
・
阿
倍
野
・
東
住
吉
・
平
野

の
五
区
が
ふ
く
ま
れ
る
。
人
口
は
約
六
四
万
人
で
あ
る
。
津
波
に
よ

る
犠
牲
者
は
発
生
せ
ず
、
負
傷
者
も
ゼ
ロ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
津
波

に
よ
る
人
的
被
害
は
な
く
て
も
、
こ
の
地
震
で
は
大
阪
市
域
の
ほ
ぼ

全
域
で
震
度
六
弱
以
上
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
の
で
、
天
王
寺
特
別
区

内
の
指
定
避
難
所
を
す
べ
て
開
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
作
業
の

た
め
に
区
役
所
職
員
の
大
半
は
忙
殺
さ
れ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
犠
牲
者
や
負
傷
者
の
発
生
の
地
域
格
差
が
大
き

い
区
割
り
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
都
構
想
案
の
作
成
者
と

関
係
者
ら
は
、
大
阪
市
の
歴
史
に
ま
っ
た
く
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
阪
市
の
将
来
は
、
過
去
と
現
在
の

延
長
上
に
位
置
す
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
将
来
像
を
論
ず
る
に
は
歴
史
を
踏
ま
え
た
議
論
を
展
開
す

る
こ
と
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
大
阪
市
は
、
過
去
か
ら
継
続
し

た
繁
栄
の
陰
で
大
災
害
と
の
戦
い
を
強
い
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ

る
。
現
在
の
大
阪
市
の
す
が
た
は
先
人
が
行
っ
た
数
々
の
災
害
対
策

の
所
産
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
に

ま
っ
た
く
言
及
す
る
こ
と
な
く
展
開
さ
れ
た
都
構
想
案
は
、
間
違
っ

た
発
想
か
ら
出
発
し
、
途
中
段
階
で
客
観
的
に
そ
の
妥
当
性
を
検
証

せ
ず
に
進
め
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
し
、

大
阪
市
で
過
去
に
起
こ
っ
た
大
災
害
に
関
す
る
知
識
が
あ
っ
て
、
た

と
え
ば
こ
の
よ
う
な
被
害
の
地
域
格
差
を
解
消
す
る
努
力
の
結
果
を

示
さ
な
い
非
常
識
な
案
を
提
案
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
阪
市

民
不
在
の
空
論
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
地
政
学
的
に

大
阪
市
全
域
を
視
野
に
入
れ
、
災
害
対
応
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

各
特
別
区
の
負
担
を
均
等
化
し
、
被
災
者
を
は
じ
め
被
害
全
体
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
す
る
と
い
う
発
想
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

四　

四
特
別
区
が
直
面
す
る
災
害
時
の
行
政
推
進
上
の
課
題

筆
者
の
四
五
年
間
に
お
よ
ぶ
現
地
調
査
を
ふ
く
む
防
災
研
究
の
成

果
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
自
治
体
の
対
応
力
で
は
、
全
庁

体
制
が
必
要
で
、
か
つ
特
別
区
長
の
常
駐
す
る
庁
舎
で
、
図
３
の
配

置
で
災
害
対
策
本
部
会
議
⑻室
を
設
定
す
る
こ
と
が
最
初
の
課
題
と
な

る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の
諸
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
①
庁
舎
の
被
災
：
市
町
村
の
庁
舎
が
被
災
す
る
と
災

害
対
応
が
困
難
を
極
め
る
、
②
庁
舎
の
位
置
：
市
町
村
の
庁
舎
が
被

災
地
の
中
心
部
に
位
置
し
な
け
れ
ば
、
被
災
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
地
域
格
差
が
生
じ
る
、
③
職
員
数
：
被
災
者
数
に
応
じ
た
自

表 ３　�南海トラフ巨大地震津波による大阪
市各区における死者数と負傷者数

区 名 死者数 負傷者
淀川特別区 港 9,865 843

此花 9,272 565
人口： 西淀川 19,725 492
60万3,000人 淀川 13,548 2,998

東淀川 0 0
小　計 52,410 4,898
北特別区 北 16,198 11,787

福島 8,591 216
人口：78万人 都島 153 2,624

旭 0 572
城東 3,055 4,717
東成 0 0
鶴見 9 1,328

小　計 28,006 21,244
中央特別区 中央 1 62

西 20,245 3,466
人口： 浪速 1,258 278
72万7,000人 大正 6,860 3,019

西成 5,498 7,335
住之江 5,032 5,728
住吉 40 230

小　計 38,934 20,118
天王寺特別区 天王寺 0 0

生野 0 0
人口：64万人 阿倍野 0 0

東住吉 0 0
平野 0 0

小　　計 0 0
合　　計 119,350 46,260

（単位：人）

（出所）注⑴の表により筆者作成。
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治
体
職
員
数
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
決
め
る
、
④
対
策
費
：
事
前

に
防
災
対
策
に
必
要
な
対
策
費
を
想
定
被
害
に
連
動
さ
せ
る
。

そ
こ
で
、
特
別
区
の
本
庁
舎
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

①　

庁
舎
の
被
災

中
央
特
別
区
の
本
庁
舎
機
能
は
中
央
区
役
所
と
咲
洲
の
Ａ
Ｔ
Ｃ

に
置
か
れ
、
本
庁
職
員
の
多
く
は
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

る
。
津
波
や
高
潮
氾
濫
が
起
こ
れ
ば
咲
洲
は
孤
立
し
、
職
員
は
長

期
に
わ
た
っ
て
容
易
に
近
づ
け
ず
、
災
害
対
応
業
務
が
で
き
な
く

な
る
危
険
が
あ
る
。
淀
川
特
別
区
と
天
王
寺
特
別
区
の
本
庁
職
員

の
大
半
は
北
特
別
区
の
本
庁
舎
に
な
る
現
在
の
大
阪
市
役
所
を
三

分
し
て
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
肝
心
の
中
之
島
全
体
が
津
波
あ

る
い
は
高
潮
で
水
没
・
浸
水
す
る
危
険
が
あ
り
、
大
阪
市
役
所
が

孤
立
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
一
九
六
一
年
第
二

室
戸
台
風
の
高
潮
氾
濫
で
中
之
島
地
区
は
浸
水
し
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。
地
盤
沈
下
は
一
九
八

年
代
ま
で
継
続
し
た
の

で
、
当
時
よ
り
さ
ら
に
危
険
に
な
っ
て
い
る
。
安
治
川
・
木
津
川

・
尻
無
川
の
高
潮
防
潮
水
門
は
耐
用
年
数
を
迎
え
て
お
り
、
早
く

新
設
す
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

②　

庁
舎
の
位
置

災
害
が
起
こ
れ
ば
、
危
機
管
理
部
門
だ
け
で
な
く
、
全
庁
的
な

対
応
が
必
要
に
な
⑼る
。
特
別
区
長
が
常
駐
す
る
淀
川
特
別
区
と
中

央
特
別
区
の
本
庁
舎
の
位
置
は
、
非
常
識
の
一
語
で
あ
る
。
両
特

別
区
長
は
、
災
害
対
策
本
部
長
と
し
て
本
部
会
議
を
召
集
し
指
揮

命
令
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
淀
川
特
別
区
本
庁
職
員
の
大
半

が
北
特
別
区
本
庁
舎
に
間
借
り
し
、
中
央
特
別
区
本
庁
職
員
の
大

半
が
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
配
属
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
き
な
い
。
し
か
も
、

災
害
時
に
は
停
電
や
通
信
障
害
な
ど
各
種
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
被
災

し
、
リ
モ
ー
ト
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
災
害
対
応
業
務
は
不
可
能

に
近
い
。
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
は
皆
無
だ
っ
た
か
ら
可
能
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

③　

職
員
数

特
別
区
の
日
常
業
務
を
行
う
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
区
の
人

口
を
考
慮
し
た
職
員
数
を
決
め
る
こ
と
は
一
見
合
理
的
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
災
害
発
生
を
想
定
し
て
い
な
い
平
時
の
考
え
方

で
あ
る
。
し
か
し
、
防
災
対
策
は
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
な
の
で
あ
る
。
事
前
対
策
が
被
害
の
大
き
さ
を
ほ
ぼ
決
め
る

と
い
っ
て
よ
い
。
事
前
対
策
の
内
容
を
決
め
る
の
は
関
係
職
員
数

と
予
算
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
都
構
想
案
で
は
こ
の
点

が
ま
っ
た
く
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
詳
し
く
次
節
で
説
明

す
る
。

④　

対
策
費

大
阪
都
構
想
は
、
巨
大
な
災
害
が
必
ず
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
各
特
別
区
の
本
庁
舎
建
設
問

題
で
露
呈
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
行
財
政
改
革
の
経
済

効
果
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
、
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
一
番
大
き
な
問
題
は
、
特
別
区
新
庁
舎

建
設
費
を
必
要
経
費
と
し
て
計
上
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
下

で
、
将
来
の
建
設
計
画
で
は
遅
す
ぎ
て
間
に
合
わ
な
い
危
険
が
大

き
い
。
こ
れ
は
府
市
の
二
重
行
政
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
多
く
の

行
政
課
題
の
な
か
で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
直
結
す
る
課
題
は

当
然
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
配
慮
が
大
阪
都
構
想
に

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

五　

特
別
区
の
職
員
数
の
課
題

平
成
の
三
一
年
間
は
災
害
の
多
発
・
激
化
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
令
和
に
入
っ
て
も
そ
の
傾
向
が
続
く
危
険
性
が
高
い
。
そ
れ
で

は
、
起
こ
る
災
害
に
対
し
て
私
た
ち
の
社
会
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
。
そ
れ
は
自
助
・
共
助
・
公
助
を
組
み
合
わ
せ
て
協
働
す
る
の
が

一
番
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
す
ま
す
被
害
が
深
刻

に
な
る
に
と
も
な
い
、
公
助
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
、
公
助
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
で
は
、
四
特
別
区

の
職
員
体
制
で
そ
れ
が
可
能
な
の
か
。
そ
の
点
に
絞
っ
て
検
討
し
て

み
よ
う
。

被
災
自
治
体
は
状
況
認
識
の
統
一
を
は
か
っ
て
災
害
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
が
真
っ
先
に
要
求
さ
れ
る
。
関

係
者
が
災
害
対
策
本
部
会
議
に
出
席
し
、
特
別
区
長
を
ト
ッ
プ
に
意

図 ３　災害対策本部会議を円滑に進めるための業務分担と配置

状況認識の統一が必要なので、同じ建物内で大きな会議室が必須であ
る。

（出所）注⑻。
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思
決
定
し
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
別

区
の
災
害
対
策
本
部
で
決
定
す
る
方
針
は
で
き
る
だ
け
早
く
被
災
者

に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
収
集
・
発
信
能
力

を
重
要
視
し
よ
う
と
し
て
も
、
広
域
停
電
し
市
街
地
が
浸
水
し
て
い

る
状
況
で
は
、
区
民
に
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
う
な
る
と
、
特

別
区
の
本
庁
は
被
災
地
の
で
き
る
だ
け
中
央
部
に
位
置
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
被
災
し
た
区
民
が
罹
災
証
明
を
得
る
た
め
に
本

庁
に
行
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。

特
別
区
に
な
れ
ば
、
現
在
の
区
役
所
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
業
務

は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登
録
証
明
や
国

民
年
金
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
部
門
）、
総

務
・
地
域
活
動
支
援
部
門
（
地
域
の
防
災
活
動
、
地
域
活
動
支
援
な

ど
を
行
う
部
門
）
お
よ
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
こ
の
体
制

で
は
、
災
害
対
応
の
指
揮
命
令
が
不
可
能
な
ほ
か
、
た
と
え
ば
災
害

時
の
特
別
区
内
の
小
中
学
校
の
指
定
避
難
所
の
開
設
す
ら
お
ぼ
つ
か

な
い
。
そ
し
て
被
災
時
に
必
要
な
罹
災
証
明
の
発
行
な
ど
の
業
務
は

特
別
区
本
庁
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
被
災
者
は
事
あ
る
ご
と
に
特

別
区
本
庁
ま
で
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
特
別
区
の
本
庁
舎
は
、
日
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
こ
と
も
ふ
く
め
て
特
別
区
の
中
央
部
に
位
置
す
る
こ
と

が
必
須
で
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及

し
た
が
、
そ
も
そ
も
災
害
に
よ
っ
て
広
域
長
期
停
電
が
発
生
し
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
も

無
理
な
の
で
あ
る
。
淀
川
・
北
お
よ
び
中
央
特
別
区
で
は
多
く
の
指

定
避
難
所
は
浸
水
・
水
没
し
、
救
援
物
資
も
届
け
ら
れ
な
い
状
況
が

続
出
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
よ

り
も
、
さ
ら
に
日

常
生
活
を
継
続
す

る
こ
と
は
難
し

い
。
な
ぜ
な
ら
物

流
機
能
そ
の
も
の

が
被
災
し
、
避
難

所
で
す
ら
必
要
物

資
を
決
め
ら
れ
た

時
間
に
届
け
る
こ

と
は
難
し
く
な

る
。
ま
し
て
、
ス 

ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
に
食
べ
物
や
飲

料
水
を
円
滑
に
届

け
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
、
発
災
直
後
に
店
頭
か
ら
そ
れ
ら
は
す
が
た
を
消
す
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
四
特
別
区
体
制
で
は
、
災
害
対
応
に
失

敗
す
る
こ
と
が
必
定
で
あ
る
こ
と
を
、
職
員
数
の
観
点
か
ら
証
明
し

て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
図
４
で
示
す
数
字
は
新
聞
報
道
に
よ
る
も
の

を
使
用
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

⑴　

淀
川
特
別
区
の
場
合

こ
の
特
別
区
は
淀
川
を
は
さ
ん
で
右
岸
側
に
西
淀
川
・
淀
川
・
東

淀
川
各
区
が
配
置
さ
れ
、
左
岸
側
に
此
花
と
港
各
区
が
位
置
し
て
い

る
。
特
別
区
役
所
の
本
庁
（
特
別
区
長
が
常
駐
）
は
現
在
の
淀
川
区

役
所
に
置
か
れ
、
八

人
の
職
員
が
配
置
さ
れ
る
。
一
方
、
残
り
の

八
八

人
の
本
庁
職
員
は
現
在
の
大
阪
市
役
所
に
間
借
り
し
て
の
執

務
に
な
る
。
川
幅
が
一
㎞
に
達
す
る
淀
川
を
は
さ
ん
で
淀
川
特
別
区

が
出
現
す
る
こ
と
自
体
が
非
常
識
で
あ
り
、
橋
梁
が
被
災
す
れ
ば
両

地
域
と
も
孤
立
し
か
ね
な
い
。
東
京
都
の
特
別
区
で
あ
る
足
立
区
と

江
戸
川
区
は
、
一
九
三

年
の
荒
川
放
水
路
（
現
在
の
荒
川
）
の
竣

工
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
区
が
右
岸
と
左
岸
に
分
離
し
た
。
そ
の
た

め
、
荒
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た
両
区
の
避
難
計
画
で
は
特
別
区
全
体

で
の
対
応
は
不
可
能
で
、
両
岸
に
分
断
さ
れ
た
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
で
対
応
す
る
し
か
方
法
が
な
く
、
そ
れ
を
ま
と
め
ら
れ
ず
に
現

在
も
両
区
は
苦
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
行
の
大
阪
市
役
所
は
北
特
別
区
の
本
庁
舎
に
な
り
、
こ

こ
で
六
四

人
の
北
特
別
区
役
所
の
本
庁
職
員
が
働
く
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
天
王
寺
特
別
区
役
所
の
本
庁
職
員
五
八

人
も
間
借
り

で
来
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
で
か
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
区
の
本
庁

で
意
思
決
定
で
き
て
も
、
被
災
区
民
に
平
等
か
つ
同
時
的
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
北

特
別
区
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
淀
川
特
別
区
と

北
特
別
区
が
連
携
協
力
し
て
災
害
対
応
に
あ
た
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
日
頃
か
ら
同
じ
建
物
内
に
い
る
か
ら
連
携
し

や
す
い
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
。
行
政
は
日
常
の
み
な
ら
ず
災
害

時
も
公
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
承
知
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨
機
応
変
に
対
応
し
や
す
い
こ
と
な
ど

は
、
と
く
に
災
害
時
に
は
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

⑵　

北
特
別
区
の
場
合

犠
牲
者
の
六
割
弱
は
、
現
在
の
北
区
で
発
生
す
る
。
北
区
の
梅
田

界
隈
は
大
阪
市
の
交
通
機
関
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
メ
ト

ロ
の
御
堂
筋
・
谷
町
・
四
つ
橋
線
の
駅
が
近
接
す
る
ほ
か
Ｊ
Ｒ
西
日

本
・
阪
急
・
阪
神
電
鉄
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
主
要
駅
も
集
ま
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
地
下
を
走
る
路
線
だ
け
で
な
く
駅
舎
も
津
波
で
水
没
す
る
の

で
（
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
周
辺
で
平
均
津
波
浸
水
深
約
二
ｍ
）、
こ
れ
ら
の

交
通
機
関
は
利
用
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
キ
タ
の
地
下
街
も
水

図 ４　特別区の本庁の位置と本庁職員の配置数

（出所）「産経新聞」（2019年12月26日）に筆者加筆。

淀川・天王寺・中央特別区では 2カ所に離れた建物に分散配置
となる。このような経費節減策は災害発生時の被害を大きくす
るので、非常識である。

（中之島庁舎）

★
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没
し
、
こ
の
付
近
は
孤
立
を
免
れ
な
い
。
広
域
停
電
が
被
害
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
。
ま
た
、
中
之
島
全
域
が
津
波
で
浸
水
・
水
没
す
る

か
ら
、
北
特
別
区
役
所
（
現
在
の
大
阪
市
役
所
）
は
孤
立
す
る
。
北

特
別
区
を
走
行
す
る
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
・
谷
町
・
四
つ
橋
・
中
央

線
、
京
阪
電
車
本
線
・
中
之
島
線
・
阪
神
電
車
本
線
・
近
畿
日
本
鉄

道
難
波
線
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
東
西
線
の
地
下
線
部
分
は
水
没
し
、
停
電

も
重
な
っ
て
全
線
運
行
不
可
能
と
な
る
。
北
特
別
区
職
員
の
参
集
が

非
常
に
困
難
に
な
り
、
か
つ
長
時
間
を
要
す
る
た
め
、
円
滑
な
災
害

対
応
は
困
難
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
政
府
の
緊
急
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
は
、
都
道
府
県
と
政

令
指
定
都
市
は
同
時
配
信
で
あ
る
が
、
特
別
区
の
場
合
は
大
阪
府
を

経
由
す
る
以
上
、
遅
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
御
堂

筋
や
堺
筋
あ
る
い
は
土
佐
堀
通
や
堂
島
浜
通
な
ど
は
浸
水
と
液
状
化

で
災
害
の
初
動
期
に
は
通
行
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
阪
神
高
速
道

路
も
出
入
口
が
浸
水
し
て
閉
鎖
さ
れ
る
か
ら
利
用
で
き
な
い
。
被
害

の
少
な
い
現
在
の
東
成
区
や
鶴
見
区
か
ら
の
支
援
が
遅
れ
る
こ
と
は

必
定
と
な
っ
て
い
る
。
要
は
、
鉄
道
も
道
路
も
利
用
で
き
な
く
な

り
、
移
動
が
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
る
。

⑶　

中
央
特
別
区
の
場
合

こ
の
特
別
区
に
は
、
全
国
の
重
点
密
集
市
街
地
が
存
在
す
る
市
区

町
村
の
一
九
八
（
昭
和
五
五
）年
以
前
の
老
朽
木
造
住
宅
数
ワ
ー
ス

ト
１
の
西
成
区
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
震
の
強
い
揺
れ

が
襲
え
ば
、
全
国
で
一
番
住
宅
の
全
壊
・
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
大
き

く
、
火
災
の
発
生
件
数
も
多
い
と
予
想
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
一

方
、
西
区
は
大
阪
市
内
で
も
っ
と
も
津
波
犠
牲
者
が
発
生
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
た
だ
け
で
も
現
在
の
中
央
区

役
所
で
執
務
す
る
本
庁
職
員
一
五

人
で
災
害
対
策
本
部
機
能
は
担

保
で
き
な
い
し
、
咲
洲
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
か
ら
そ
の
ほ
か
の
中
央
特
別
区
職

員
も
参
集
で
き
な
い
。
Ａ
Ｔ
Ｃ
は
陸
の
孤
島
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
高
い
。

⑷　

天
王
寺
特
別
区
の
場
合

こ
の
特
別
区
で
は
津
波
浸
水
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
全
区
に
わ
た
っ
て
地
震
の
揺
れ
は
震
度
六
弱
以
上
で

あ
る
。
地
震
に
よ
る
社
会
経
済
被
害
が
全
区
に
わ
た
っ
て
発
生
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
で
は
二
五
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

降
、
住
民
は
震
度
五
弱
以
上
に
な
る
と
避
難
所
に
避
難
し
て
く
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
立
の
小
中
学
校
は
指
定
避
難

所
に
な
っ
て
お
り
、
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
王
寺
特
別
区

員
だ
け
で
は
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
区

住
民
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
無
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
だ
け
を

考
え
て
も
、
ほ
か
の
特
別
区
へ
の
応
援
な
ど
論
外
で
あ
る
。
要
は
、

四
特
別
区
で
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
災
害
対
応
が
で
き
る
と
い
う
の

は
画
餅
に
過
ぎ
ず
、
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

六　

大
阪
都
構
想
に
お
け
る
災
害
対
策

お
よ
び
体
制
の
内
容
の
未
熟
さ　
　

こ
こ
ま
で
の
記
述
は
、
筆
者
が
防
災
研
究
者
と
し
て
長
年
実
施
し

て
き
た
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、

偶
然
に
も
原
稿
の
締

切
日
に
近
い
六
月
二

六
日
に
『
大
都
市
制

度（
特
別
区
設
置
）協

議
会
』
だ
よ
り
が
届

い
た
。
そ
こ
に
は
二

二

年
二
月
二
六

日
の
第
三
三
回
協
議

会
の
議
事
内
容
が
掲

載
さ
れ
て
い
⑽た
。
図

５
の
よ
う
に
、「
地

域
の
被
災
状
況
等
に

応
じ
た
き
め
細
や
か

な
応
急
救
助
や
住
民

支
援
を
実
施
し
ま

す
」
と
書
か
れ
、
特
別
区
の
職
員
は
勤
務
地
に
か
か
わ
ら
ず
災
害
対

策
に
取
り
組
む
と
か
、
各
区
役
所
は
現
在
と
同
様
に
被
災
現
場
の
対

応
等
を
実
施
し
ま
す
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

被
災
し
た
自
治
体
の
現
場
経
験
を
有
す
る
防
災
研
究
者
な
ら
、
こ

れ
ら
が
画
餅
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
被
害
の
大
小
を
問
わ
ず
ほ
ぼ

不
可
能
で
あ
る
と
指
摘
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
協
議
会
委
員

の
発
言
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
長
所
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
内
容

は
、
ま
っ
た
く
災
害
現
場
を
知
ら
な
い
素
人
の
意
見
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
阪
都
構
想
の
防
災
に
関
し
て
は
、
専
門

家
の
意
見
が
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

で
は
議
論
す
る
意
味
が
な
い
。
あ
ら
た
め
て
協
定
書
（
案
）
な
る
も

の
が
〝
部
分
最
適
、
全
体
不
適
〟
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

七　

一
八
五
四
年
安
政
南
海
地
震
津
波
の
悲
劇
を
忘
れ
な
い

　
　
　
　
　
　

―
―
水
は
昔
を
覚
え
て
い
る
―
―

一
八
五
四（
嘉
永
七
）年
（
こ
の
災
害
後
、
年
号
が
安
政
に
改
元
さ

れ
た
）
一
一
月
五
日
の
夕
方
少
し
前
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
の

安
政
南
海
地
震
が
発
生
し
、
そ
の
約
二
時
間
後
に
大
阪
に
津
波
が

や
っ
て
き
⑾た
。
筆
者
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
復
元
す
る
と
、
図

６
の
よ
う
に
、
平
均
海
面
か
ら
潮
位
が
三

㎝
程
度
上
が
っ
た
頃
、

図 ５　�「大都市制度（特別区設置）協議会」だより
記載の「災害対策及び体制」の内容

●各特別区の職員は、勤務地にかかわらず、それぞれの
　特別区地域防災計画に定められた役割に基づき、
　災害対策に取り組みます。
●各区役所は、特別区災害対策本部のもと、現在と同様に
被災現場の対応等を実施します。

◆災害時は４つの特別区に災害対策本部を設置し、特別
　区長のもとで、地域の被災状況等に応じたきめ細やか
　な応急救助や住民支援を実施します。

災害対策及び体制

（出所）注⑽。
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高
さ
一
・
九
ｍ
の
津
波
が
大
阪
に
来
襲
し
た
（
最
高
潮
位
は
Ｏ．

Ｐ．

＋
三
・
六
四
ｍ
と
推
定
さ
れ
⑿る
）。
こ
こ
で
、
Ｏ．

Ｐ．（O
saka Peil : 

大
阪
湾
最
低
潮
位
）
は
東
京
湾
平
均
海
面
Ｔ．

Ｐ．

か
ら
一
・
三
ｍ
下

部
に
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
津
波
の
氾
濫
は
、
図
７
の
「
大
坂
大
津
浪
図
」
に
詳
し
く
記

述
さ
れ
、
現
在
の
難
波
よ
り
南
、
西
横
堀
川
よ
り
西
の
地
区
は
浸
水

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
の
精
度
が
良
い
こ
と
は
、

千
日
前
付
近
が
浸
水
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
道
頓
堀
を
開

削
し
た
と
き
の
土
砂
を
南
側
に
盛
り
上
げ
微
高
地
に
な
っ
て
い
る
か

ら
浸
水
し
な
か
っ
た
。
当
時
の
大
阪
市
街
地
の
北
限
は
現
在
の
梅
田

新
道
辺
り
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
北
側
の
現
在
の
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
付
近
は

中
津
を
ふ
く
め
て
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。
こ
の
津
波
氾
濫
で
寺
院
過
去

帳
に
記
載
さ
れ
た
犠
牲
者
だ
け
で
約
八
八

人
を
数
え
、
記
載
の
な

い
神
社
の
氏
子
を
ふ
く
め
る
と
少
な
く
と
も
一

人
を
超
え
る

死
者
が
発
生
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
当
時
の
大
阪
市
街
地
の
人
口
は

約
三

万
人
で
あ
る
か
ら
、
市
中
人
口
の

・
三
三
％
以
上
が
犠
牲

に
な
り
、
現
在
の
人
口
に
当
て
は
め
れ
ば
、
九

人
を
超
え
る

犠
牲
者
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

当
時
は
現
在
の
よ
う
な
海
岸
護
岸
も
水
門
も
な
か
っ
た
の
で
、
津

波
が
上
町
台
地
の
裾
野
の
東
横
堀
川
ま
で
遡
上
し
た
の
で
あ
る
。
現

在
、
海
岸
護
岸
や
安
治
川
・
木
津
川
・
尻
無
川
の
河
口
に
は
水
門
が

設
け
ら
れ
、
高
さ
が
三
ｍ
の
高
潮
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、

地
震
二
時
間
後
に
や
っ
て
く
る
津
波
の
高
さ
は
三
・
八
ｍ
に
な
り
、

安
政
津
波
の
二
倍
の
高
さ
な
の
で
あ
る
。
津
波
工
学
と
い
う
学
問
が

進
歩
し
た
結
果
、
将
来
の
津
波
の
高
さ
が
精
度
よ
く
推
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
て

も
、
海
岸
護
岸
を
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
っ
て
津
波
の
氾
濫
計
算
し
た
結
果
が
前
出
の
図
２
で
あ
る
。

こ
の
計
算
結
果
に
基
づ
い
た
考
察
を
第
二
節
で
詳
述
し
て
い
る
。

水
門
や
堤
防
が
あ
ろ
う
と
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
た
津
波
は
、
昔
浸

水
し
た
地
域
ま
で
ふ
た
た
び
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
力

で
は
自
然
の
法
則
は
変
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、〝
水
は

昔
を
覚
え
て
い
る
〟
の
で
あ
る
。
大
阪
市
は
、
こ
の
浸
水
域
の
住
民

避
難
用
に
津
波
避
難
ビ
ル
を
準
備
し
て
お
り
、
約
二

万
人
弱
の

収
容
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
よ
う

に
住
民
の
三

％
が
避
難
し
な
け
れ
ば
、
表
３
で
示
し
た
人
的
被
害

が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

八　

一
九
三
四
年
室
戸
台
風
に
よ
る
高
潮
氾
濫
被
害
も
忘
れ
な
い

　
　
　
　
　
　

―
―
地
球
温
暖
化
の
脅
威
―
―

こ
こ
で
は
、
現
在
の
大
阪
市
に
と
っ
て
も
っ
と
も
発
生
が
危
惧
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
津
波
災
害
を
取
り
上
げ
た
が
、
高
潮

災
害
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
く
に
、
一
九
三
四（
昭
和

九
）年
室
戸
台
風
、
五
（
昭
和
二
五
）年
ジ
ェ
ー
ン
台
風
、
六
一（
昭

和
三
六
）年
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
高
潮
氾
濫
は
、
被
害
が
大
阪
市

域
に
集
中
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
⒀い
。
図
８
か
ら
、
こ
れ
ら

昭
和
の
三
大
高
潮
に
よ
っ
て
大
阪
市
の
西
大
阪
地
区
が
浸
水
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
筆
者
が
史
料
解
析
か
ら
見
い
だ
し
た
大
阪
市
域
に
被

害
を
お
よ
ぼ
し
た
高
潮
災
害
は
、
図
９
に
示
す
よ
う
に
こ
れ
ま
で
五

三
回
発
生
し
て
い
⒁る
。
資
料
に
残
る
最
初
の
高
潮
災
害
は
、
七
五
三

年
に
大
阪
・
摂
津
で
発
生
し
、
約
五
六

人
犠
牲
に
な
っ
た
。
当
時

の
大
阪
市
域
の
人
口
は
約
九
万
人
で
あ
る
か
ら
死
亡
率
は

・
六
二

％
で
あ
っ
て
、
前
述
し
た
一
八
五
四
年
安
政
南
海
地
震
に
よ
る
推
定

図 ７　1854年安政南海地震時の大阪市内の氾濫を示す「大坂大津浪図」

（出所）大阪城天守閣。

図 ６　�1854年安政南海地震津波が
高さ1.9ｍで大阪に来襲した
ことを証明したコンピュータ
シミュレーション結果

安治川

木津川
津波浸水域

N

（出所）注⑾、789頁、図25。
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死
亡
率

・
三
三
％
の
二
倍
近
く
危
険
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五

三
回
の
う
ち
七
回
は
死
者
が
一

人
以
上
と
な
る
巨
大
高
潮
災

害
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
大
阪
市
域

の
人
口
は
一
七

年
頃
に
四
一
万
人
を

数
え
る
ま
で
に
発
展

す
る
が
、
発
生
す
る

と
死
亡
率
が
住
民
の

・
三
％
以
上
と
な

る
被
害
が
一
九
三
四

年
の
室
戸
台
風
ま
で

続
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。室

戸
台
風
の
高
潮

氾
濫
を
中
心
と
し
て

発
生
し
た
犠
牲
者
数

は
、
大
阪
市
内
で
一

六
二
人
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
水
上
生
活

者
の
犠
牲
者
は
一

五
人
で
、
淀
川
特
別

区
五
四
三
人
、
北
特
別
区
一
七

人
、
中
央
特
別
区
二
二
六
人
お
よ

び
天
王
寺
特
別
区
一
八
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
犠
牲
者
数
の
割
合
は
、

天
王
寺
を
一
と
す
る
と
、
淀
川
：
約
三

倍
、
北
：
約
九
倍
、
中
央

：
約
一
三
倍
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
特
別
区
で
は
犠
牲
者
数
が

最
大
三

倍
も
相
違
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、
大
阪
市
域

の
地
盤
沈
下
は
一
九
三

年
代
か
ら
八

年
代
ま
で
五

年
以
上
続

き
、
こ
の
間
、
港
区
天
保
山
で
は
二
・
八
ｍ
沈
下
し
、
淀
川
特
別
区

と
中
央
特
別
区
の
西
部
で
沈
下
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西

大
阪
地
区
は
こ
れ
ら
の
高
潮
氾
濫
の
市
街
地
浸
水
深
が
室
戸
台
風
当

時
よ
り
も
さ
ら
に
深
く
な
り
、
危
険
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
。現

在
の
大
阪
の
高
潮
防
災
の
基
準
は
、
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
モ

デ
ル
（
上
陸
時
の
中
心
気
圧
九
三

hPa
）
を
用
い
て
計
算
し
、
計
画

高
潮
と
し
て
潮
位
偏
差
三
ｍ
が
台
風
期
の
朔
望
（
満
月
と
新
月
）
平

均
満
潮
位
Ｏ．

Ｐ．

＋
二
・
二
ｍ
に
重
な
り
、
天
保
山
に
お
け
る
値
で

あ
る
Ｏ．

Ｐ．

＋
五
・
二
ｍ
の
高
さ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
に
余
裕
高
を
加
え
て
実
際
に
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
し
、
三
四
年
室
戸
台
風
級
（
上
陸
時
の

中
心
気
圧
九
一

hPa
）
が
来
襲
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
天
保
山
で
は

潮
位
偏
差
が
五
・
三
ｍ
と
な
り
、
最
高
潮
位
が
Ｏ．

Ｐ．

＋
七
・
七
ｍ

に
な
る
こ
と
が
二

一
九（
令
和
元
）年
一
二
月
に
わ
か
っ
た
。
ま
た

大
阪
市
域
で
は
市
域
面
積
の
約
五

％
に
あ
た
る
一
万
一
九
一
二

ha
が
浸
水
・
水
没
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
⒂た
。
区
ご
と
の
浸
水

面
積
は
、
前
出
の
表
２
の
浸
水
面
積
の
欄
に
カ
ッ
コ
書
き
で
示
し
て

あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
室
戸
台
風
の
際
の
浸
水
面
積
四
九
三
一

ha
の
二
・
四
倍
と
な
る
超
巨
大
高
潮
氾
濫
が
発
生
す
る
ば
か
り
か
、

こ
こ
で
議
論
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
津
波
浸
水
域
約
七
一
四

六
ha
の
一
・
五
倍
に
広
が
り
、
平
均
浸
水
深
も
さ
ら
に
約
二

％
も

深
く
な
る
と
指
摘
で
き
る
。

九　

結
論
に
代
え
て

こ
こ
で
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
大
阪
市
域
の
津
波
被
害
を
中
心
に
し
て
、
高
潮
災
害
も
ふ
く

め
て
検
討
し
た
。
大
阪
市
で
心
配
な
災
害
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

地
震
も
洪
水
も
心
配
で
⒃
⒄
⒅

あ
る
。

地
震
は
大
阪
市
を
南
北
に
走
行
す
る
上
町
断
層
帯
地
震
が
心
配
で

あ
る
。
も
し
こ
の
活
断
層
が
地
震
を
起
こ
せ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
七
～
七
・
八
で
死
者
は
約
八
五

人
、
住
宅
の
全
壊
・
半
壊

家
屋
は
約
二
七
万
七

棟
に
達
す
る
。
上
町
台
地
の
丘
陵
部
は

こ
の
逆
断
層
地
震
で
盛
り
上
が
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
地
震
に
よ
っ
て

地
下
水
脈
が
切
れ
、
江
戸
時
代
に
は
こ
の
台
地
に
沿
っ
て
一

の
滝

が
存
在
し
た
（
そ
の
一
つ
、
天
王
寺
区
の
清
水
寺
に
は
玉
出
の
滝
が

残
っ
て
い
る
）。
ま
た
、
歴
史
的
に
淀
川
と
大
和
川
は
氾
濫
を
繰
り

図 ８　昭和の三大高潮災害（室戸・ジェーン・第二室戸台風の高潮による浸水域図）

1934年室戸台風 1950年ジェーン台風 1961年第二室戸台風
最高潮位：O.P.＋4.2m O.P.＋3.85m

3,967ha
O.P.＋4.12m
3,101ha浸水面積：4,931ha

図 ９　大阪に来襲した高潮災害

過去に53回発生している。 7回は巨大高潮である。1850年以降は横軸の
スケールは 2倍である。

死
亡
率

1934年室戸台風

（年）

死
者
数

10－2

10－3

10－4

10－5

10－6

（人）
1000
100
10
1

18
50
年

高潮災害の発生

住民1,000人に1人死亡

住民100人に1人死亡

800600 1000 1200 1400 1600 1800 1900 2000

（出所）図 8に同じ。

（出所）注⒁の図に筆者加筆。
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返
し
て
い
る
。
と
く
に
、
一
八

二（
享
和
二
）年
の
大
洪
⒆水
は
有
名

で
、
淀
川
下
流
左
岸
（
現
在
の
枚
方
市
か
ら
大
阪
市
・
毛
馬
の
閘
門

ま
で
の
淀
川
左
岸
と
現
在
の
大
川
の
左
岸
一
帯
）
の
ほ
ぼ
全
域
が
浸

水
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
大
洪
水
が
一
八
八

五（
明
治
一
八
）年
に
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
く
め
て
、
大

阪
市
域
は
江
戸
時
代
以
降
、
大
洪
水
を
繰
り
返
し
被
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
述
べ
た
災
害
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
は
、
大
阪
市
を
改
革

し
よ
う
と
す
る
ど
の
よ
う
な
試
み
も
最
初
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
冒
頭
の
中
年
男
性
の

罵
声
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
大
阪
市
立
集
英
小
学

校
（
現
開
平
小
学
校
）、
船
場
中
学
校
（
現
東
中
学
校
）、
大
阪
府
立

大
手
前
高
校
を
卒
業
し
、
京
都
大
学
に
進
学
し
た
生
粋
の
浪
速
っ
子

で
あ
る
。
浪
速
津
は
奈
良
や
京
都
の
交
易
の
入
口
に
位
置
し
、
古
く

は
聖
徳
太
子
の
時
代
か
ら
わ
が
国
の
文
化
の
発
祥
地
と
し
て
栄
え
て

き
た
。

都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
の
二
重
行
政
の
問
題
は
、
神
奈
川
県

と
横
浜
市
、
愛
知
県
と
名
古
屋
市
、
宮
城
県
と
仙
台
市
な
ど
全
国
で

も
発
生
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
大
き
な
問
題
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
大
阪
都
構
想
の
可
否
を
市
民
の
住
民
投
票
で
決
め
る
と
い
う
こ

と
は
、『
市
民
の
皆
さ
ん
、
大
阪
市
民
は
損
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
よ
。
そ
れ
で
も
良
い
の
で
す
ね

』
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
得
を
す
る
な
ら
投
票
せ
ず
と
も
よ
い

は
ず
で
あ
る
。
数
字
に
決
し
て
あ
ら
わ
れ
な
い
大
阪
市
の
魅
力
も
た

ん
な
る
『
行
財
政
改
革
』
の
名
の
も
と
に
切
っ
て
捨
て
る
こ
と
ほ
ど

不
合
理
な
こ
と
は
な
い
。〝
大
阪
の
文
化
〟
を
切
り
売
り
す
る
と
、

災
害
が
起
こ
れ
ば
大
阪
市
全
体
ま
で
も
が
駄
目
に
な
る
こ
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

は
、
大
阪
市
の
経
済
を
疲
弊
さ
せ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

大
災
害
に
遭
遇
す
れ
ば
、
四
特
別
区
案
で
は
被
害
が
長
時
間
継
続
し

て
増
大
し
、
復
旧
・
復
興
で
き
な
い
と
断
言
で
き
る
。〝
改
革
〟
と

い
う
名
の
甘
言
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

（
注
）⑴　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
災
害
対
策
等
検
討
部
会
（
大
阪
府
）「
大

阪
府
域
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
（
人
的
被
害
・
建
物
被
害
）」
二

一
四
年
。

　
　

http
://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/attach/31241/00271160/07 
sankou30124.pdf

⑵　

永
田
尚
三
「
消
防
防
災
行
政
に
お
け
る
二
重
行
政
―
―
東
京
消

防
庁
方
式
を
用
い
た
一
元
化
の
危
険
性
」『
武
蔵
野
大
学
政
治
経

済
研
究
所
年
報
』
六
号
、
二

一
二
年
、
七
五
～
九
三
頁
。

⑶　

中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
推
進
検
討
会
議
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対

策
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）」
二

一
三
年
。

　
　

http
://w

w
w

.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku_w
g/pdf/ 

20130528_honbun.pdf

⑷　

河
田
惠
昭
「
南
海
ト
ラ
フ
を
中
心
と
し
た
巨
大
災
害
と
危
機
管

理
」『
自
治
体
危
機
管
理
研
究
』
二
三
号
、
二

二

年
、
一
～

一
六
頁
。

⑸　

河
田
惠
昭
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
時
の
危
機
管
理
上
の
諸
問

題
」
日
本
臨
床
医
学
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
『
安
全
医
学
』

一
六
巻
二
号
、
二

一
九
年
、
二
五
～
三
三
頁
。

⑹　

内
閣
府
防
災
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
多
様
な
発
生
形
態
に
備
え

た
防
災
対
応
検
討
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン【
第
一
版
】令
和
元
年
五
月（
一

部
改
訂
）」
二

一
九
年
。

　
　

http
://w

w
w

.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/honbun_

guideline2.pdf

⑺　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
災
害
対
策
等
検
討
部
会
（
大
阪
府
）「
大

阪
府
津
波
浸
水
想
定
（
全
体
図
）
お
よ
び
（
解
説
）」
二

一
三
年
。

　
　

http
://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/kikikanri/keikaku_higai 
soutei/bukai.htm

l

⑻　

河
田
惠
昭
「
自
治
体
防
災
の
要
諦
⑴
災
害
対
策
本
部
の
立
ち

上
げ
」『
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
』
三
三
八
号
、
二

一
八
年
、
四
六

～
四
七
頁
。

⑼　

河
田
惠
昭
「
自
治
体
防
災
の
要
諦
⑵
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」『
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
』
三
四

号
、
二

一
八
年
、
五
二
～

五
三
頁
。

⑽　
「『
大
都
市
制
度
（
特
別
区
設
置
）
協
議
会
』
だ
よ
り
」
一

号
、

二

二

年
六
月
。

⑾　

土
屋
義
人
・
河
田
惠
昭
「
大
阪
に
お
け
る
安
政
南
海
道
津
波
の

復
元
⑴
―
―
氾
濫
災
害
に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
防
災
研
究
所
年

報
』
二
九
号
Ｂ

－

２
、
一
九
八
六
年
、
七
六
三
～
七
九
四
頁
。

⑿　

土
屋
義
人
・
河
田
惠
昭
ほ
か
「
大
阪
に
お
け
る
安
政
南
海
道
津

波
の
復
元
⑵
―
―
津
波
の
伝
播
・
氾
濫
特
性
に
つ
い
て
」『
京
都

大
学
防
災
研
究
所
年
報
』
三
一
号
Ｂ

－

２
、
一
九
八
八
年
、
七
二

三
～
七
五
一
頁
。

⒀　

河
田
惠
昭
「
災
害
の
科
学
―
―
高
潮
と
の
戦
い
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市

民
大
学
テ
キ
ス
ト
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
八
六
年
、
九
二
～
一

四
頁
。

⒁　

T
suchiya, Y

. and Y
. K

aw
ata, H

istorical study of changes in 

storm
 surge disasters in the O

saka area, Jour. N
atural 

D
isaster Sciences, V

ol.8 ,N
o.2 , 1986 , pp.1 -18 .

⒂　

大
阪
府
河
川
整
備
審
議
会
高
潮
専
門
部
会
「
高
潮
浸
水
想
定
区

域
図
に
つ
い
て
」
二

一
九
年
。

　
　

http
://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/attach/35562/00000000/

siryou2.pdf

⒃　

大
阪
市
「
被
害
想
定
の
概
要
」
二

一
六
年
。

　
　

h
ttp

s
://w

w
w

.city.o
sak

a.lg
.jp

/k
ik

ik
an

rish
itsu

/p
ag

e/ 
0000011949.htm

l

⒄　

内
閣
府
防
災
「
都
道
府
県
別
地
震
被
害
想
定
概
要
集
」
二

一

年
。

大阪市を壊滅させる未熟な大阪都構想案　

37 36



　
　

http
://w

w
w

.bousai.go.jp/taisaku/chuogyoum
ukeizoku/

pdf/27_osaka.pdf
⒅　

河
田
惠
昭
「
大
阪
に
お
け
る
水
災
害
の
歴
史
的
変
遷
」
日
本
気

象
学
会
関
西
支
部
第
一

回
夏
季
大
学
『
気
象
予
報
と
防
災
（
災

害
）』
テ
キ
ス
ト
、
一
九
八
八
年
、
一
三
～
四
二
頁
。

⒆　

河
田
惠
昭
「
絵
図
解
説
摂
河
水
損
村
々
改
正
図
」
日
本
損
害

保
険
協
会
『
予
防
時
報
』
二
四
二
号
、
二

一

年
、
二
頁
。
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